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　一般に多細胞生物の形態形成は、外的および内的な
生理的環境により調節されている。完全変態をする昆
虫では、発生の過程において、体細胞の分裂や分化に
は、変態ホルモンであるエクジソンが重要な役割を果
たしていることが知られている。エクジソンは幼虫の
前胸腺で合成されるステロイドホルモンであり、エク
ジソンの活性型である20-hydroxyecdysone (20E) は脱
皮や変態を促進する。20Eは細胞内で核内レセプター
の Ecdysone Receptor (EcR) と結合する。EcRは単独
では機能せず、同様に核内レセプターである
Ultraspiracle (USP) とヘテロ二量体を形成して機能す
る。20E-EcR-USP 複 合 体 は Ecdysone Response 
Element (EcRE) に結合して下流の遺伝子を活性化さ
せることで、シグナル伝達が起こる（Yao et al., 1992; 
Thomas et al., 1993; Yao et al., 1993; Antoniewski et al., 
1996）。一方、エクジソンが精子形成にも関係してい
るという報告がある。例えば、トノサマバッタでは精
原細胞の増殖（Dumser, 1980）、カイコでは減数分裂
や精子完成に関与している（Takeda, 1972）。しかし、
エクジソンが精子形成過程でどのような役割を果たし
ているかは知られていない。

　本研究では、ショウジョウバエ精子形成におけるエ
クジソンシグナル伝達の働きを明らかにするために以
下の実験を行った。免疫抗体染色法により精巣内での
20E、EcR、USPの分布及び発現パターンを調べた。
その結果、20Eは幼虫及び成虫の精巣の前端部や精母
細胞で分布が見られた。また、EcR-Aはシスト前駆細
胞、シスト細胞、精母細胞の核に強いシグナルが見ら
れた。一方、USPはハブ細胞、シスト前駆細胞、シ
スト細胞で強いシグナルが、精母細胞の核では弱いシ
グナルが見られた。これらの結果から、精母細胞では、
EcR-Aとヘテロ二量体を形成する核内レセプターは
USPではないことが示唆される。
　次に、これらの遺伝子の役割を調べた。シスト前駆
細胞は生殖細胞の分化に重要なシスト細胞を産生する
ため精子形成には重要であり、そのシスト前駆細胞で
発現している EcR-Aと USPは大きな役割を持つと考

えられる。そこで、シスト前駆細胞で ecrと usp遺伝
子の発現抑制を行った。その結果、精原細胞数は影響
を受けず、精原細胞での分裂頻度が正常よりも高く
なった。また、EcR-Aは精母細胞で強く発現していた
ことから、生殖系列の細胞で重要と考えられる。そこ
で、精母細胞で ecr遺伝子の発現抑制を行ったが、生
殖細胞数は影響を受けなかった。これらの結果は、
EcR-Aおよび USPは、シスト細胞や精原細胞・精母
細胞の生存よりは分裂頻度の調節に働いている可能性
を示唆している。
　さらに、エクジソンシグナルにより、活性化される
初期遺伝子の発現を調べるため、初期遺伝子の転写に
関与している Ecdysone Element活性を検出できる系
統、EcRE-Reporterの発現を調べた。幼虫の精巣から
精母細胞を単離して20Eを添加した条件で培養する
と、64細胞シストや伸長中の精母細胞の核に EcREが
局在することが分かった。このことにより、EcREを
持つ遺伝子が精母細胞内で発現し、精母細胞が分化す
る過程で核内に移動し、下流の遺伝子の発現を調節し
ているのではないかと考えられる。また、20Eを添加
した条件で精母細胞を培養すると、精母細胞の減数分
裂や精子形成の進行が促進されたことから、20Eは精
母細胞の分化を促進することが示唆される。
　今後は、精子形成過程で働くエクジソンシグナル経
路の下流で働く遺伝子を同定するとともにその機能を
明らかにする予定である。また、精母細胞の分化に
20Eがどのように関与しているかを詳細に調べる予定
である。
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